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奉
行
の
日
記
を
見
る
と
、
津
山
の
城
下
町
で
も
江
戸
時
代
に

祇
園
会
（
祭
り
）
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

津
山
で
は
、
か
つ
て
京
都
の
祇
園
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
旧
暦

の
６
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
、
下
紺
屋
町
の
不
動
院
（
①
）

な
ど
で
除
疫
の
祈き

祷と
う

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
階

町
の
石
松
院
（
②
）
な
ど
で
も
同
じ
期
間
、
疱ほ

う

瘡そ
う

守
護
神
を

祭
る
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
疱
瘡
と
は
天
然
痘

の
こ
と
で
、
伝
染
力
と
致
死
率
が
高
く
、
当
時
、
度
々
流
行

し
た
恐
ろ
し
い
病
で
し
た
。

　
享
和
２
年
（
１
８
０
２
）
の
国
元
日
記
を
見
る
と
、
こ
の

年
、
疱
瘡
の
流
行
の
た
め
三
奉
行
（
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
、

郡
代
）
な
ど
を
含
め
、
藩
主
の
側
近
く
に
出
仕
す
る
者
や
面

会
す
る
者
で
、
家
族
の
中
に
疱
瘡
に
か
か
っ
た
者
が
い
る
場

合
は
、
酒
湯
（
疱
瘡
が
全
快
し
た
時
に
行
う
儀
式
）
が
済
む

ま
で
出
仕
す
る
こ
と
を
遠
慮
す
る
よ
う
に
と
い
う
お
触
れ
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
、
町
奉
行
の
孫
が

相
次
い
で
疱
瘡
に
か
か
っ
て
い
た
よ
う
で
、
町
奉
行
自
身
も

登
城
の
遠
慮
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
城
下
の
町

人
の
間
で
も
多
く
の
死
者
が
出
て
い
ま
し
た
。
町
奉
行
が
９

月
の
死
者
の
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
１
カ
月
で
60
人
に
及

ん
で
い
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
行
に
対
し
、
時
の
藩
主
の

松
平
康や

す

乂は
る

は
八
幡
宮
（
鶴
山
八
幡
宮
か
）、
地
蔵
院
、
石
松

院
で
祈
祷
を
行
わ
せ
、
病
の
沈
静
化
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　
天
然
痘
は
、
種
痘
な
ど
予
防
接
種
の
普
及
に
よ
り
昭
和
55

年
に
国
連
の
世
界
保
健
機
関
か
ら
撲
滅
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
も
、
ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が

開
発
さ
れ
、
日
常
生
活
が
早
く
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
外
出
の
自
粛
な

ど
社
会
生
活
が
大
い
に
混
乱
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
医
学
で

は
、
伝
染
病
の
多
く
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
原
因
と
判
明
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ
た
時
代
、
疫
病

が
流
行
す
る
の
は
怨お

ん

霊り
ょ
う

な
ど
の
仕
業
と
い
う
信
仰
が
あ
り
ま

し
た
。

　
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
の
祭
り
と
し
て
、
毎
年
夏
に
行
わ
れ

る
京
都
の
祇
園
祭
が
全
国
的
に
有
名
で
す
が
、
津
山
藩
の
町

津
山
城
下
の
疫
病
流
行
と
祈
祷

問
津
山
郷
土
博
物
館
（
山
下
）
☎
22
－
４
５
６
７


